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一
世
帯
あ
た
り
九
万
四
千
円
に

国
保
税
率
を
引
き
上
げ

国
民
総
医
療
費
が
十
一
兆
円
台
に
突
入
し
た
と
い
わ
れ
る

な
か
で
、
当
町
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
も
医
療
費
等
の

増
大
の
た
め
、
本
年
度
の
国
保
税
の
引
き
上
げ
が
七
月
二
十

七
日
の
臨
時
議
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
費
が
増
え
れ
ば
高
く
な
る
国
保
税
。
医
療
費
の
無
駄

を
省
き
、
節
約
に
心
が
け
る
の
が
値
上
げ
を
防
ぐ
必
要
条
件

で
す
。

改
正

さ
れ
た
税
率
は
下
図

の
と
お
り

で
そ
の
結
果

。
国
保
税
総
額

は
前
年
度

と
比
べ
、
一
六
・
一
％
増
。
一

世
帯
あ

た
り
で
は
約
一
万
二
千
円
増
の
九
万
三

千
六
百
三
十
五
円

。
一
人
あ
た
り
で
は

約
四
千
円

増
の
二
万
六
千
三
百
七
十
四

円
の
引
き
上

げ
と
な
り
ま
し
た
。

税
率
改
正

隍
の
国
民
健
康
保
険
梓
別

会
計
予
算
は
、
五
億
一
千
九
百
四

十
五

万
円
で
前
年
同

期
に
比

べ
、
一
三

・
五

％
の
伸
び
で
す
。
こ
れ
は
。
医
療
費
の

改
訂
（
八

こ

％

）
や
、
受
診
平
の
増

加
の
た
め
で
す
。

一
人
七
万
円
の
医
療
費
（
昨
年
度
）

歳
出
予
算
の
九
一
・
一
こ
％

に
あ
た
る

円
億
七
千
円
百
万

円
が
、
医
療
費
、
高

額
療
餐
費
な
ど
の
保
険
給
付

費
に
あ
て

ら
れ
、
前
年
度
と
比
ペ

ー
三
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ

れ
を
月
割
に
す
る
と
四
千
万
円
に

近
い
給
付
額
と
な
り
、
嶇
間
一
世
帯
あ

た
り
で

は
約
二
十
八
万
円
、
一
人
あ
た

り
で
は
約
八
が
円
の
大
き
な
金
額
に
な

り
ま
す
。

昨
年
度
は
、
一
世
帯
あ
た
り
約
二

十

五
万
円
《
一
方
、
負
担

い
た
だ
い
た
国

保
税
は
約
八
万
三
千
円
）、
一
人
あ
た
り

で
は
約
七
万
円
（
同

じ
く
国
保
咬
は
約

二
万
三
千
円

）
の
医

療
費
が
使
わ
れ
ま

し
た
。

医
療
費

が
少
な
け
れ
ば
負
担
す
べ
き

国

保
税

が
少
な
く
な
る
の
は
国

保
の
し

く
み
で
す
。
医

療
費
節
約

に
心
が
け
ま

混雑する藤田総合病院窓口風景
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気
を
つ
け
よ

う

無
駄
な
医
療
費
み
ん
な
の
負
担
！

国

保
は
あ
な
た
の
家
計
と
同
じ
で
す
。

病
人

が
増
え
、
医

療
費
が
多
く
な
れ
ば

そ
れ
だ
け
み
ん
な
で
国

保
税
を
多
く
負

担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
以
ｈ

の
保
険
税
値
上

げ
を
防
ぐ

た
め
に
も
医
療
費
の
節
約
が
大
切
で
す

。

医

療
費
節
約
と

い
う
こ
と
は
。
医
者

に
。か
か
る
な
と

い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま

せ
ん
。

か
ら
だ
の
具
合
が
悪
け
れ
ば
、
ど
し

ど
し
医
者

に
か
か
っ
て
く
だ
さ

い
。
た

だ
、
そ
の
か
か
り
方
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て
焦

駄

な
医
療
費
を
省
き
ま
し
ょ
う
。

◆
自
分
の
健
康
は
自
分
で

健
康
管
理
は
一
人
一
人
が
自
分
自
身

で
す
る
も
の
で
す
。
病
気

に
な
っ
て
か

ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す

。
健
康
へ
の
日
頃

の
努
力
は
あ
な
た
の

努
め
で
す
。

◆
医
者
を
信
頼
し
よ
う

同
じ
病
気
で
二

人
も
三
人
も
の
医
者

に
か

か
る
人
が
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な

診
察
、
処
置
を
何
度
も
く
り
返
す
わ
け

で
医
療
賢
の
焦
駄
で
す
。
い
た
ず
ら
に

転
医

す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
時
間
外
受
診
は
さ
け
よ
う

急
患
時
は
別

に
し
て
、
時
間
外
や
休

日
に
受
診

す
る
と
割
増
料
金
が
か
か
り

ま
す
。
注
意
を
払

い
こ
の
よ
う
な
受
診

は
さ
け
ま
し
ょ
う
。

◆

早
期
受
診
を

ど
ん
な
病
飢
で
も
早

期
発
見
、
早
期

治
療

が
大
切
で
す
。
具
合

が
悪
か
っ
た

・
り
早
め
に
診
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

◆
蓁
づ
け
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

医
療
費
の
四
割
が
藁
代
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
薬
に
頼

り
す
ぎ
る
の
は
や
め

お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、

病
訊
に
な
っ
た
ら
安
心
し
て

お
医

者
さ
ん
に
か
か
っ
て
。
早

く
な

お

し
て
く
だ
さ

い
。

お
と
し
よ
り
（
七
〇
歳
以
ｈ
の

方
や
六
五
歳
以
上

の
ね
た
き
り
老

人
）
は
窓
口
で
お
金
を
支
払
わ
な

く
と
も
受
診
で
き
ま
す
。

し
か
し

、
無
料
と
い
う
と
、
圃

か
県
が
医
療
費
を
支
払
っ
て
く
れ

る
の
か
、
あ
る
い
は
お
医
古

さ
ん

が
タ
ダ
で
診
て
く
れ
る
の
か
と
思

い
が
ら
で
す

が
ポ
ン
ド
は
無
料
で

も
な
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

医

療
費
の
七
〇
％
は
、
み
ん

な

が
国
保
税

を
出
し
あ
っ
て
い
る
国

保
で
支
払
っ
て

い
る
の
で
す
。

お
と
し
よ
り
の
医

僚
費
は
、
と

て
も
大
き
な
額
に
の
ぽ
っ
て

い
ま

す
。
お
と
し
よ
り
の
人
口
は
こ
れ

か
ら
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
兇
込

み
で
す
。
そ
れ
に
応
じ
て
増
え
続

け
る
医
療
賢
を
ど
う
や
っ
で

保
険

で
賄
っ
て
い
く
か
が
、
将
来

に
か

け
て
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い

ま
す
。

老人医療は本当に無料？

三
パ
ー
セ
ン
ト
が
健
康
優
良
家
庭

気
を
つ
け
れ
ば
あ
な
た
の
家
庭
も

国

保
加
入
世
帯
（
千
七
百
二
十
世
帯

）

の
昨
年
度
一
年
間
の
受
診
回
数
は
甼
均

で
七

回
で
し
た
。
そ
の
中

で
五
十
世
帯

が
健
康
管
理

に
注
意
さ
れ
一
度
も
本
人
、

家
族
と
も
医
者

に
か
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
は
全
世
帯
の
三

パ
ー
セ
ン
ト

で
病
気
知
ら
ず
で
過

す
に
は
い
か
に
た

い
へ

ん
か
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
五
十
世
帯
中
四
年

連
続
は
伊
東

美
好
さ
ん
な
ど
六
世
帯
が
あ
り
ふ
だ
ん

の
健
康
警
理
の
努
力
の
た
ま
も
の
と

い

え
る
で
し
ょ
う
。

七
月
二
十
七

日
、
町
で

は
こ
の
五
十

世
帯
を
健
康
優
良
家
庭
と
し
て
表
彰
、

記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
家
庭
は
次
の
と
お
り
で

す
。

（

敬
称
鵺

）

口
四
年
連
続
家
庭
（
六
家
庭
）

マ
伊
東
美
好
（
駅
前
）
▽
洩
野
幸
次
郎

（
山
崎
北

）
▽
野
村
伍
平

（
板
橋

）
▽

菅
野
秋
雄
（
内
谷
東
）
▽
長
谷
川
芳
男

（
貝
田

）
▽
鈴
木
三
好
（
川
内

）

口
三
年
連
続
家
庭
｛
二
家
庭
｝

▽
斎
薩
摩
衛
（
第
十

二

▽
吉
田

タ
カ

（
貝
田
）

口
二
年
連
続
家
庭
（
九
家
庭
）

▽
村
井

庄
傳
（
石
毋
田
）

▽
鴨
田
忠
次

郎
（
山
崎
舘

）
▽
大
石
世
久
子
（
宮
東

）

▽
佐
藤
憶
造
（
上
野
）
▽
大
沖
ヶ
サ
ミ

（
源
京
山
西

）
▽
大
波
芳
己

（
第
九

）

▽
佐
藤

初
（
第

十
二

）

▽
野
田
常
夫

（
並
柳
）
▽
瀬
戸
幸
一
（
中

部
）

ロ

ー
年
家
庭

三

十
三
家
庭
）

▽
引
地
孝
一
（

駅
削
）
▽
秦
禍
寿
（
錦

町
）
▽
古
川
ひ
さ
子
（
大
町
南

）
▽
半

沢
幸
祐（
宮
町
南
）
▽
井
砂
み
さ
を
｛
宮

町
北
｝
▽
樋
口
弘
（
町
東
）
▽
斎
藤
三

蔵
（
石
母
田
西

）
▽
中
野
政
夫
（
滝
山

）

▽
片
平

ミ
ッ
（
山
崎
小
舘
）
▽
佐
藤
正

古
（
上
野
）
▽
黒
田
忠
三

郎
（
上

野
）

▽
後
藤
忠
三
｛
太
田
川
｝
▽
高
鶴
安
雄

（
泉
田
上

）
▽
関
口
正

一
（
泉
田
上

）

▽
渡
辺
伝
四

郎
（

泉
田
中
）
▽
佐
藤
勝

男
（
泉
田
中

）
▽
小
野
貫
（
第

二

▽

佐
久
間
久
助
（
第
二
）
▽
小
幡
寥

こ

第

三

）
▽
菊
地
善
作
（
第
十
二

）
▽
佐
簾

善
宏
（
杭
十
二
）
▽
大
沼
守
（
貝
田
）

▽
佐
藤
繁
三
（
貝
田

）
▽
村
上
永
一
（
貝

田

）
▽
加
藤
万
拙
（
光
明
寺

）
▽
桜
沢

直

栄
（

高
城

）
▽
荒
川
明
治
（
原
町
）

マ
瀬
戸
周
蔵
（
中
郎
）
▽
小
林
健
（
中

郎
）
▽
瀬
戸
惣
一
（
中
部
）
▽
佐
藤
要

麗
（
北
部

）
▽
大
浪
政
古
（
川
内

）
▽

岩
城
久
人
（
川
内
）

健康家禽表彰式



新
農
業
委
員
決
ま
る

会
長
に
引
地
孝
さ
ん
が
再
選

衲

司

Ｍ

‘’｛
拙

一Ｊ
．一
剳

り

任
期
満
了
に
伴
う
町
農
番
員
の
一
般

選
挙
は
七
月
十
日
告
示
。
十
一
日
綿
切

ら
れ
ま
し
た
が
、
十
五
名
の
選
挙
委
員

の
定
数
に
対
し
同
数
の
立
候
補
者
数
の

た
め
前
回
に
引
き
続
き
無
競
争
当
選
と

な
り
ま
し
た
。

一
方
、
選
任
委
員
と
し
て
、
議
会
か

ら
推
せ
ん
さ
れ
た
五
名
、
農
協
お
よ
び

農
楽
共
済
組
合
か
ら
の
推
せ
ん
各
一
名

が
選
任
さ
れ
、
針
二
十
二
名
が
新
し
く

農
業
委
員
と
し
て
今
後
三
年
間
、
活
躍

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

七
月
二
十
九
日
、
初
会
膿
に
お
い
て

引
地
孝
さ
ん
が
会
長
に
、
後
藤
昌
仲
さ

ん
が
会
長
職
務
代
理
者
に
互
選
さ
れ
ま

し
た
。
（
そ
れ
ぞ
れ
再
任
）
。
ま
た
、

県
農
業
会
議
一
号
委
員
に
は
会
長
の
引

地
さ
ん
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

引
地

孝
（
5
7
歳

）
現

会
長

徳
江
宇
団
扇

匸
一

菊
地
太
三
（
6
4
歳

）
現

農
協
推
せ
ん

石
母
田
字
国
見
山
下
二

の
三

鈴
木
義
光
（

″’
歳

）
斬

議
会
推
せ
ん

川
内
宇
内
上
一
四

武
田

勉
｛
4
7
歳
｝
新

議
会
推
せ
ん

大
木
戸

字
六

角
六
三

童
井
精
一
｛
4
7
蔵
｝
現

議
会
推
せ
ん

徳
江
宇
中

ノ
内
三
四

菊
地
善
吾
（
5
7
歳

）
現

塚
野
目
字
福
田
六
〇

石
川
博
義
（
5
1
歳

）
現

森
山
事
壇
ノ
的
二
四

野
村
和
夫
（
5
0
歳

）
斬

小
坂
字
板
橋
二
四

紺
野
武
雄
（
7
1
歳

）
斬

農
業
共
済

推
せ
ん

藤
田
宇
北
二
四

鴨
田
済
作
（
6
8
畿

）
現

内
谷
字
西
三
一

大
漕
義
隆
（
5
4歳
）
現

轟
山
字
沖
二
一

松
田
平
治
（
4
3歳
）
現

貝
田
事
山
ノ
神
前
四
二

渡
辺
茂
吉
（
6
3歳
）
現

泉
田
事
畔
田
五

志
村
旗
三
（
5
3蔵
）
現

高
城
事
前
四

佐
藤
丈
男
｛
5
3蔵
｝
現

西
大
枝
字
富
ノ
内
二

小
西
春
男
｛
4
7歳
｝
斬

垪
会
備
せ
ん

藤
田
事
爾
七
三

佐
久
間
英
明
（
5
5歳
）
現

藤
田
字
中
沢
六

棧
勝
昌
伸
（
5
2歳
）
現

会
長
職
務

代
理
者

川
内
事
内
上
六

菊
地
平
助
（
4
9歳
）
現

石
毋
田
字
上
原
六
五

吉
田

遮
（
5
2歳
）
現

山
崎
字
熊
ノ
前
二
一

松
浦
長
明
｛
5
3歳
｝
現

大
木
戸
字
前
一
四

林

元
治
（
5
9歳
）
斷

議
会
推
せ
ん

鳥
取
事
堰
下
二
二

町
民
憲
章
の
具
現
化
を

第
一
章
と
第
二
章
を
重
点
に

町
で

は
、
町
民
憲
竃
の
具
現
化
に
つ

い
て

、
推
進
委
員
会
（
会
長
佐

驛
善
次

郎
さ
ん
）
を
鳩
成
し
。
協
讀
の
う
え
、

実
践
活
動
を
進
め
て
い
る
。

去

る
七
月
十
四

日
、
纂
二
回
目
の
推

進
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
町
民
憲

章
は
五
章
か
ら
な
っ
て

い
ま
す

が
、
そ

の
中
で
も
、
今
年
度
は
特

に
第
一
章
の

『
あ
た
た
か
く
た
す
け
あ
う
町
を
つ
く

り
ま
し
よ
う
』
と
。
第
四
章
の
「
力
を

あ
わ
せ
て
。
す
が
す

が
し

い
町
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
」
の
二
章
を
重
点
事
項

と

第
一
章
推
進
の
た
め
に

ぶ

ア
シ
ス
運
助
％
愛
の
一
戸
運
助

”
を

第
四
章

推
進
の
た
め
に
は

Ｊ
こ
な
い
運
助
％
ノ
ー
ボ
イ
連
助

”
を

全
町
民
で
展
閥
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に

な
り
ま
し
た
。

『
オ
ア
シ
ス
運
動
』
と
は
、
⑤

カ
ゲ
サ

マ
デ
。・の

リ
ガ
ト
ウ
。
＠

ツ
レ
イ
シ
マ

ス
。
＠

ミ
マ
セ
ン
。
の
あ

い
さ
つ
が
、

み
ん
な
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、

こ
の
ほ
か
に
も
、
お
は
よ
う
。
こ
ん
に

ち
は
、
こ
ん
ば
ん
は

。
お
さ
き
に
、
さ

よ
う
な
ら
、
な
ど
の
あ

い
さ
つ
を
明
る

く
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。

『
三

な
い
運
助
』
と
は
、
道
路
と
か
公

圍
と
か
、
そ
の
他
の
と
こ
ろ
に
お
い
て

も
、
す
て
な

い
、
こ
わ
さ
な
い
、
よ
ご

さ
な
い
、
な
ど
の
運
助
を
く
り
ひ
ろ
げ

る
こ
と
で
す
。

さ
あ
が
わ
た
く
し
た
ち
町
民

は
、
み

ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
、
ま
ず
自
分
か
ら

「
オ
ア
シ
ス
連
助
」
『
三
な

い
運
助
』

の
展
開
を
中

心
に
し
て
、
今
年
か
ら
よ

り
明
る
い
。
笑
し
い
町
づ
く
り
に
努
め

ゆ
と
り
あ
る
心
と
く
ら
し
は

道
路
か
ら

八
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

は
『
遺
路
を
守

る
月
間
』
で
す
。

こ
の
運
助
は
、
安
全
で
快
適
な
道
路

環
境
を
保
持
す
る
た
め
に
、
毎
年
、
県

、

市
町
村
、
県

道
路
公
社
、
建
設
省
、
道

銘
公
団
が
主
催
し
て
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

具
体
的
に
は
交
通
安
全
施
設
な
ど
の
点

検
と
整
爾
、
道
路
の
正
し

い
利
用
と
道

路
愛
護
思
想
の
普
及
を
は

か
り
、
道
路

を
つ
ね
に
広
く
葵
し
く
、

安
全

に
使
用

す
る
機
遭
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

屋
外
広
告
物
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
と

協
調
し
て
、
遭
路
受
護
の
精
神
を
高
め

る
よ
う
み
ん
な
で
協
力
し
ま
し
よ
う
。



イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
三
選
手

昭
和
五
卜
六
年
度
全
国
高
等
学
校
体

育
大
会
出
場
選
手
が
、
七
月
‘。一
卜
日
あ

い
さ
つ
の
た
め
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

県
北
地
ぼ
商
等
学
校
体
育
連
盟
で

は

関
係

生
徒
百
Ｊ
。十
四

名
を
送
り
出
す
こ

と
に
な
り
、
圃
見
町
か
ら
は
、
血
漿
堆

選
手
と
’
‘
て
福

鳥
農
、
阿
部
享
君

－
人

木
戸

事
熊
久
限
一
八

｝
、
”
卜両
遮
ｆ

に

は
福
島
農
、
中
野
由
孝
君
｛

啅
………
字
鶉

町
三

、
ミ
・
も

。一
じ

、
似
式
庭
球
か
ら

福
島
中
央
、

宍
戸
典
子
さ
ん
（
石
は
Ⅲ

字
樋
口
。
＝

ご

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
町
長
は

’イ

ン
タ
ー
（

イ
に

選
出

さ
れ

た
こ
と
は
掌
校
の
名
嘗
で
あ

る
と
と
も

に
町
の
名
誉
で

も
あ
る
、
今

ま
で
禎
み
あ
げ
た
実
績
を
十
分
発
揮
し

て

く
だ
さ

い
。
そ
れ
ま
で
は
体
調
を
く

ず
さ
な

い
で
参

加
す
る
よ
う
に

』
と
金

一
封
を
送
っ
て
激
励

し
ま
し
た

。

選手を激励，゛カンパッテネ，

あ
の
人
こ
の
人

「

死

か

．

ま

た

は

正

し

く

生

き

る

か

、

は

た

ま

た

罪

を

犯

し

て

ろ

う

獄

に

入

る

か

．

そ

の

．こ

つ

き

り

な

か

っ

た

．

・

と

い

う

宅

い

立

ち

の

秘

密

を

、

ま

る

で

ひ

と

ご

と

の

よ

う

に

話

し

を

ず

る

我

麥

守

さ

ん

は

、
・
浮

瞹

の

波

風

を

訊

に

と

め

る

ふ

う

も

な

い

．

公
‐’
朝

心

話

で

た

し

か

め

た

と

こ

ろ

、

’儿

時
ｆ

頃

叫

食

に

戻

る

と

い

う

の

で

、

半

分

あ

き

ら

め

て

い
た

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

が

、

よ

う

や

く

実

現

す

る

と

思

っ

た

．

苫

い

の

も

も

の

か

わ

、

両

擢

し

て

出

掛

け

て

い

っ

た

の

で

あ

る

が

．
あ

い

に

く

ま

だ

帰

宅

前

．

所

在

が

な

い

の
で

．

娩
け
つ
く
よ
う
な
加
の
道
路
で
い
ま
か

い
ま
か
と
、
し
ば
ら
く
待
っ
た
。

遠
く
の
山
並
み
は
炎
熱
に
か
す
ん
で
、

坿
り
に
は
人
影
も
な
い
。
時
折
通
り
過

ざ
る
車
の
犇
が
、
い
や
に
耳
に
ひ
び
く
、

と
、
突
然
、
ま
っ
た
く
こ
つ
然
と
現
れ

た
我
妻
さ
ん
の
姿
、
自
転
車
が
こ
ん
な

に
早
く
は
し
る
と
は
、
は
ず
か
’ヽ
な
が

ら
知
ら
な
か
っ
た
Ｊ

昭
和
二
十
四
年

か
ら
納
豆
。
ア
イ
ス

ギ
ャ
』／
デ
ー
の
行
商
を
始
め
た
。
囘
業
者

が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
廃
業
し
て
い
っ
た
中
で
、

か
た
く
な
な
ま
で
に
。
今
の
業
を
守
り

紋
け
て

い
る
我
妻
さ
ん
は
、
何

か
信
念

の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
Ｏ昨

年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取

材
班
に
売
っ
た
ア
イ

ス
が
掾
で
、
い
ら
や

く
有
名
人
、
以
来
マ

ス
コ
ミ
に
追
い
瑞
さ

れ
。
ち
ょ
っ
と
し
た

ス
タ
ー
で
あ
る
。

朝
の
六
時
、
昨
日

の
暑
さ
が
朝
ま
で
残

る
真
夏
日
で
も
、
は

だ
を
よ
ぎ
る
風

は
心
地
よ
く
、
団
地
の

も
や
を
つ

い
て
。
「
ナ

ノ
ト
ー
、
ナ

″

ト
ー
」
と
、
余
韻
を
引
く
売
声

は
、
時

代
を
ひ
と
昔
さ
か
の
ぽ
っ
た
よ
う
な
さ

っ
か
く
さ
え
お
ぼ
え
る
と
団
地
の
人
が

い
っ
て

い
た
。

゛゙
九
時
半
、
遵
い
朝
食
を
と
り
。
一
時

程
休
む
と
、
き
っ
か
り
卜
時
ｊ

に
は
、

夏
の
呱
物
時
（
と
い
っ
て
も
今
で
は
我

妻
さ
ん
一
人
で
あ
る
が
）
ア
イ
ス
キ
ャ

ン
デ
ー
発
り
へ
と
出
発
す
る
。
時
代
刷

に
で
で
く
る
の
ぼ
り
を

。
ま
わ
り
小
さ

く
し
た
よ
う
な
小
旗
を
風

に
な
ぴ
か
せ

な
が
ら
、
チ
リ
ン
。
チ

リ
ン
と
鳴
ら
す

鴆
の
曹
は
、
一
種
の
涼
風

と
良
愁
か
感

じ
さ
せ
る
。
ア
イ
ス
ボ
ッ
ク
ス
の
後
に

は
交
通
安
全
、
藤
Ⅲ

キ
ャ
ン

デ
ー
と
あ

っ
た
。

『
若

い
時
、
こ
の
商

売
に
入

っ
た
頃
は
、

同
業
者
も
五
・
六
人
い
ま
し
た
。
最
初

は
藤
田
を
ね
じ
ろ
に
、
五
十
沢
、
粟
野
。

大
関
、
桑
折
、
伊
達
崎

と
売
り
あ
る
き
、

遠

い
と
こ
ろ
で
は
、
七
ヶ
宿
村
関
ま
で

足
を
の
ば
し
た
も
の
で
す
Ｊ
行
き
は
納

豆
、
帰
り
は
交
換
し
た
大
豆
二
斗
以
上
。

重

さ
に
し
て
約
四

十
キ
ロ
グ
ラ

ム
。
旧

道
小
坂
峠
の
そ
れ
は
大

変
な
』
業
だ
っ

た
そ
う
で
あ
る
。

「
つ

ぎ
つ
ぎ
と
同

業
者
が
廃
業
し
て

い

き
、
私
だ
け
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
、

ま
ず
人

に
好
か
れ
る
こ
と
、
利
口
に
な

ら
な
い
こ
と
を
信
条
と
し
て

い
る
」
と

い
い
な
が
ら
、
先
日
、
福
鳥
市
で
、
庭

坂
生
れ
だ
と

い
う
ご
峰
人

に
「
あ
な
た

の
こ

と
は
、
テ
レ
ビ
で
み

ま
し
た
。
事

敵
な
ど

に
あ
わ
ぬ
よ
う
、
元
気
で
頑
彊

っ
て
く
だ
さ

い
」
と
励
ま
さ
れ
た
と
き

は
、
あ
り
が
た
く
て
涙
の
こ
ぼ
れ
る
お

も
い
だ
っ
た
と
い
う
。

あ

る
新
聞
社
に

’
あ
る
人
生
の
旅
立

ち
」
と
い
う
自
叙
伝
を
投
稿
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
選
に
も
れ
た
。
大
正
十
四

年
生
れ
と
い
う
か
ら
満
五
十
六
歳
真
黒

に
口

娩
け
し
た
体
に
は
生
活
の
ア

カ
が

し
み
込
ん
で
、

い
敬
の
念
さ
え
感
じ

ら

れ
る
。

わ
ず
か
に
雉
い
時
間
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
人

と
な
り
、
人
生
観
を
う
か
が
い
知

る
と
こ
ろ

に
よ
る
と
す
べ
で
感
謝
の
こ

と
ば
に
つ
き
る
。「
人
生
す
べ
て
感
謝
で

あ
る

“と
い
う
我
妻
さ
ん
。
帰
り
し
な

に

聖
に
か
け
ら
れ
た
一
枚
の
掛
紙
に
は
、

『
天

龍
善
久
正

志
』
と
あ
っ
た
。
意
味

を
尋
ね
る
と
、
久
し
く
Ｗ

い
こ
と
を

し

正
し
く
す
れ
ば
。
天
に
龍
る
よ
し

山
峰
字

滝
山
八

キャンデー売って30 年
わ力゙ つ ま まもる

我 妻 守 さ ん



国見の城と舘
題字は秦助役

土　井　舘

土井舘

土 井 舘 要 図

所在地一光明寺字土井　 国兄町役増所蔵、
光明寺村地籍図によって作成

土
井
舘
は
光
明
寺
字
土
居
に
位
置
し
、

こ
の
村
の
平
地
を
東
西
の
山
麗
線
に
沿

う
て
流
れ
る
、
牛
沢
川

と
山
田
川
と
の

あ

い
だ
の

輳
線
上

に
あ

る
．
単
濠
単
郭

式
の
方
形
平
地
舘
で

あ
る
．

明
治
初
期
に
作
成
さ
れ
た

『
光
明
寺

村
地
篇
図
』
に
よ
れ
ば
．
舘
は
北
側
の

地
割
が
よ
く
餽
み
と
れ
な
い
が
．
一
辺

が
九
〇
ｍ
の
略
正

方
形
状
を
な
し
て

い

る
ｅ西

と
南
側

に
は
舘
へ
の
出
入
口
を
弓

矢
で
側
而

か
ら
防
禦
す
る
、
横
矢
掛
の

出
張

り
が
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
．

大
手
口
は
東
側

に
開
か
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
、
土
塁
幅
は
地
籍
図
の
読
み

と

り
か
ら
四

～
一
〇
ｍ
高
さ
は
不
詳
．
樺

幡
は

Ｉ
〇
ｍ
ほ
ど
で
あ
る
．

濠
水
は
舘
の
北
側
に
あ
る
豊
富
な
湧
水

を
潭
に
す
る
。
山
田
川

か
ら
堰
上
げ
た

上
江
か
ら
取
水
さ
れ
、
下
流
地
水
田
の

灌
漑
用
水
に
あ
て

ら
れ
て

い
た
。

土
居
（
井

）
な
る
地
名
は
、
柳
田
国

男
、
鏡
昧
完
二

氏
等
の
研
究
に
よ
れ
ば
。

中
世
の
豪
族
、
武
士
の
贋
敷
の
土
塁
を

恵
昧
し
、
啝
国

や
四
国
地
方
で
多
く
つ

か
わ
て
て
い
る
の
に
対
し
、
関
東
や
東

北
地
方
で
は
多

く
舘
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

館
地
名

と
し
て
の
土
井
は
こ
の
地
方
で

は
、
そ

の
例
を
み
な

い
。

舘
主

に
つ

い
て
は
明
ら
か
で
な

く
。

伝
承

に
よ
れ
ば
土
井
氏
と

さ
れ

る
が
、

伊
達
氏
の
家
臣
に
土
井

氏
は
み
あ
た
ら

な

い
。

文
泊
五
年
の
奥
州
合
戦
に
子
息
遣
を

参
陣

さ
せ
、
渾
頼
朝
か
ら
伊

達
郡

を
与

え
ら
れ
た
中
村
念
西

朝
宗
は
、
関
東
よ

り
移

住
し
て
伊
達
氏
を

称
す
る
。

光
明
寺
村
は
往
古
よ
り
豊
富
な
湧
水

に
恵
ま
れ
稲
作
を
主
体
と
し
た
開
発
の

一

史
は
古

く
、
こ
れ
ら
の
経
済
力
に
よ

っ
て
形
成

さ
れ
た
古
代
文
化
は
、
平
安

時
代
末

期
の
作
と
さ
れ
る
。
三
常
院
の

阿
弥
陀
三

尊
仏
等
に
み
ら
れ
。
こ
の
よ

う
な
経
済
的
文
化
的
な
背
景
が
朝
宗
夫

人
結
城
氏

が
、
晩
年
を
す
ご
す

に
選
ん

だ
村
里
の
由
因
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
墓

地
は
現
福
聚
寺
裏
の
高
台
上

に
あ
る
。

伊
達
正
依
は
伊
達
五
山
の

Ｉ
と
し
て
、

始
祖
朝
宗
夫
人
の
菩
提
を

と
む
ら
う
た

め
光
明
寺
を
こ
の
郷
に
建
立
し
て
い
る
。

降
っ
て
室
町
末
期
の
天
文
二
二
年
に
書

か
れ
た
「
伊
達
時
宗
采
地
下
賜
録
」
に

は
光
明
寺
郷
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。
伊
達

氏
柤
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
、
お
そ
ら
く

は
鎌
倉
。
室
町

の
両
時
代
を
、
伊
達
氏

の
直
傾
あ
る
い
は
、
光
明
寺
傾
と
し
て

保
持
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
奴
点

か
ら
み
れ
ぱ
、
土

井
舘
は

朝
宗
夫
妻
の
隠
居
館
の
可
能
性
も
あ
り
、

詳
し
く
は
今
後
の
検
肘
に
待
ち
た

い
。

現
在
舘
跡
は
渋
谷
良
一
氏
、
外
五
名
の

屋
敷
地
と
な
っ
て

お
り
、
土
塁
遺
構
は

硯
存
し
な
い
が
、
濠
跡
が
水
田
や
溜
池

と
し
て
館

跡
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。

参
考
文
献

前
月

ま
で
の
文
献
の
外

に

大
木
戸
郷
土
史
、
貝
田
村
と
光
明
寺
村

の
閘
発
菊
池
利
雄
。
広
報
国
見
所
収

菊

池

利

雄

心配ごと相談日
埼 所： 役場 二階 相談 室啅冐入1]からお入り下さい3

時間： ９時 ～1211S

こまったことや、相談ごとがありましたら、

お気軽にご相談下さい。秘密は絶対に守ります。

（相談口）

８月25日（金）佐久間巖， 安藤　トヨ

９月５日（土）樋口　弘．黒田　ヒロ

９月14日（月）菊地平劭．古田とし子

！ ８月　葉月（はづき）

116日・月遅れ薮入り・精霊流し

.20日・インターハイ 陸上競技始まる

121日・小中学校二学期始まる

23日・処 暑

125
日・県政巡回相談｛役場で｝

: 27 日・東海村に初の原子の火

31日・富士山・浅間山山,じまい． よ

９月　長月（ながつき）

１日・防災の日・二百 十日

８日 一自　露

10日. ‾F水道促進デー

11日 一二百二十日　　　 ’

12日・十五夜・中秋の 名自

15日・敬老の日

善
意
の
窓

町

社
会
福
祉
協
議
会
に

◆
町

理
容

美
容
親
驂
貪
か
ら
一
万
円

◆
商
工
会
青
年
部
か
ら
二
万
三
千
四
百
円

国
見
町

に

◆
町
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

斉
少
年
健
全
育
戚
資
金
と
し
て
六
万
円

斬
入
学
児
童
の
文
通
安
全
用
品
三
万
円

◆
保
原
青
年
会
議
所
か
ら

図
書
眷
十
万
円
（
公
民
館
図
一

室
に

新
刊
図
書
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。
）

１
諒
承
証
伝
違
式
の
肥
念
事
業
と
し
て

県
北
中
学
校
に

◆
昭
和
五
十
五
年
度
卒
業
生
保
謾
者

一

同
様

か
ら

図
番
購
入

費
四
万
三
千

七
百
六
十
円

不
要
品
コ
ー
ナ
ー

◆
ゆ
ず
り
ま
す

Ｏ
子
供
用
自
転
車

（
無
料

）

○
ス
パ
イ
ク

ー
タ
イ

ヤ

6
1
5
‐
1
3
ホ
イ
ー
ル
付
（
千
円
）

Ｏ
ス
ノ
ー
タ
イ

ヤ
繝
‐
1
3
（
無
料
）

◆
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

（
）
バ
イ
ク
5
0こ

ノ
ー
ク
ラ
ッ
チ
以
外
）



五

十
六
年
一

県
政
巡
回
相
談

広
く
県
民
の
要
望
、
憲
見
な
ど
を
聴

く
た
め
に
。
県
政
巡
回
相
鮫
を
行
い
ま

す
。
県
政
・
町
政
そ
の
他
な
ん
で
も
ご

相
破
下
さ
い
。

○
期
日

八
月
二
十
五
日
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で

○
鳩
所

国
見
町
役
鳩
会
議
室

雇
用
促
進
に
つ
い
て

福
鳥
心
身
陣
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
で

は
、
か
ら
だ
の
不
自
由
な

か
た
、
ち
え

お
く
れ
の
か
た
な
ど
の
、
就
職
の
た
め

の
相
鮫
、
職
業
に
閧
す
る
能
力
の
判
定
、

事
業
所
に
対
す
る
受
入
指
導
な
ど
を
行

つ
で

い
ま
す
。
も
し
も
相
談
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
静
か
で
落
ち
つ

い
た
相

談
室
で
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、

嗄
か
く
、
み
な
さ
ん
を

お
迎
え

い
た
し

ま
す
。
相
談
の
秘
密
を
守
り
費
用
は
い

り
ま

せ
ん
。
土
曜
日

は
午
前
中
で
す
。

※
詳
し
く
は
福
鳥
市
腰

浜
町
二
十
一
二
番

二
十
八
号
福
島
心
身
陣

害
書
職
裏
セ

ン
タ
１

、
魯
（
○
二
四
五

）
二
二
－

二
二
三
〇
番

に
お
尋
ね
下

さ
い
。

県
民
手
帳
申
込
受
付
中

た
だ
い
ま
町
で
は
莪
卜
七
年
ｔ

版
「
県

民

手
帳

」
と
『
福
鳥
県
の
す

が
た
』

（
地
図

と
統
計
資
料
）
の
中
込
み
を
受

付
け
て
い
ま
す
。

一
家
に
一
冊

お
そ
ろ
え
く
だ

さ
い
。

県
民
手
帳
、
県
の
す
が
た
と
も
一
二
五
〇

円
で
す
。

申
込
み
は
役
場
企
画
課
ヘ

ー

ニ

一
一
　

有

四
一
七
五

聞
和
五
十
ヒ
年
度
食
城
Ｓ
業
訓
緯

短
期
大
学
校
の
生
徒
募
娘

募
集
定
員

生
産
機
械
科
。
金
属
成

形
科
、
電
気
科
、
建
築
科
、
塗
装

技
術
科

各
科
二
十
名

応
募
資
格

学
校
教
宵
法
に
よ
る
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
昭
和
五

十
七
年
三
月
卒
業
見
込
の
者
を
含

む
）
ま
た
は
こ
れ
と
鬨
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

願
書
受
付

昭
和
五
十
七
年
二
月
十

日
（
水
）
Ｉ

同
　

年

二
月

二
十
七
日
｛
土
｝
必
着

試
験
日

昭
和
五
十
七
年
三
月
十
日

※
畔
し
く
は
左
紀
あ
て
に
郵
送
科
（
百

七
十
円
切
手
）
同
封
の
う
え
「
昭
和
五

十
七
年
度
学
校
案
内
」
を
誚
求
し
て
下

さ
い
。
ま
た
は
当
校
の
窓
口
へ
直
接
ご

来
校
下
さ
い
。

〒
九
八
九
－

二
二

富
城
県
栗
原
郡
築
舘
町
字
蕨
沢
土
檎
2
6
　

吉
城
職
業
訓
練
短
期
大
学
学
生
課

住
宅
金
融
公
庫

財
形
住
宅
融
資
の
ご
案
内

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
財
形
貯
蓄
を

し
て

い
る
勤
労
者
（
三
年
以
上
行

い
、

そ
の
残
高
が
五
〇
万
円
以
上
あ
る
方

）

を
対
取
に
財
形
住
宅
融
資
の
情
人
巾
込
の

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
融
資
は
、

公
庫
の
一
般
個
人
住
宅
融
資
な
ど
と
あ

わ
せ
て
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○

申
込
受
付
期
間

昭
和
五
十
六
年
四
月
二
十
七
日
か
ら

昭
和
五
十
七
年
二
月
二
十
七
日
ま
で

○

融

資

額

財
形
貯
蓄
額
残
高
の
一
二
倍

（
『

五
〇
〇
万
円

が
限
度
』

○
利
　
　

率

年
七
・
九
八
％

※
詳
し
い
こ

と
は
公
庫
業
務
取
扱
金
触

機
関
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫

に
お
た
づ

ね
下

さ
い
。

第
一
〇
期

奥
様
防
災
博
士
募
集

募
集
期
間

昭
和
五
十
六
年
七
月
一
日

か
ら
昭
和
五
十
六
年
十
月
三
十
一
日

（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
祇
に
必

要
事
項
を
ご
紀
入
の
う
え
事
務
局

ま
で
郵
送
下

さ
い
。

（
応
募
用
紙
は
左
記
宛
（

ガ
キ
で

ご
請
求
下
さ

い
。
）

発

表

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
上
旬

ご
本
人

に
直
接
通
知
し
ま
す
。

宛

先

〒
一
〇

一

東
京
郎
千
代
田
区
神
田
淡
路
町
ニ
ー
九

日
本
損
害
保
険
協
会

「
奥
様
防
災
博
士

」
係

ご
応
募

い
た
だ
い
た
方
全
只
の
中
か

ら
抽
選
で
三
〇
〇
名
様
に
「
ラ
ジ
オ
つ

き
ラ
イ
ト

」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

。

耶
和
五
十
六
年
度
福
心
Ｍ

社
会

通
Ｕ
教
育
受
皿
者
研
究
集
会

期
日

昭
和
五
十
六
年
八
月
三
十
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
半

会
場

福
鳥
県
立
中
央
商
等
掌
校

〒
九
六
〇

福
鳥
市
渡
利
字
七
社
富

十
七

ａ
Ｏ
二
四
五
－

二
三
卜
四
七
四
〇

参
加
者

叫
県
内
の
社
会
通
信
教
育
受
講
書

及
び
受
講
希
望
者

閙
市
町
村
教
宵
委
員
会
及
び
公
民
館

の
社
会
教
育
祖
当
者
並
び
に
関
係

者

主
催

福
鳥
県
教
育
委
員
会

槽
鳥
市
教
育
委
員
会

詳
し
い
こ
と
は
国
見
町
教
育
委
員
会

に

お
尋
ね
下

さ
い
。

酋
藤
田
二
一
一
一

昭
和
五
十
七
年
度
歌
会
始
め
の
お
贈

と
詠
一

喙
の
脉
遍

一
、
お
題
『
檎

』
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

二
、
詠
道
歌
の
詠

進
脣
領

づ

球
道
歌
は
ヽ

自
作
の
歌
で
一
人

一

ぐ首
と
し
未
発
表
の
も
の
に
隕
り
ま
す
。

一二

用
紙
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙

くが
よ
い
）
と
し
毛
筆
で
自
書
し
て
く

だ
さ
い
。

ヨ

書
式
は
半
祇
二
つ
折
り
に
し
、
閧

１い
て
右

半
面

に
お
題
と
歌
、
左
半
面

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
本
名

ふ
り
が
な
つ
き
｀
生
年
月
日
及
職
業

（
な
る
べ
く
具
体
的
に
ｙ

書
い
て
下

さ
い

三
、
詠
進
の
期
間

本
年
九
月

一
日

か
ら
十
月
十
二
日
ま

で
。
郵
送
の
場
合
は
十
月
十
二
日
ま

で
の
消
印
は
有
効
と
し
ま
す
。

四
、
郵
便
の
あ
て
先

〒

川
『
東
京
都
千
代
田
区
干
代
田
一
番

一
号

富
内
庁
』

脉
道
歌
宛

テレビによる

防災キャンペーン
福鳥中央テレビ 毎瑚木曜日

防笑ミ二百科10:25 ～la:ｌ)

8 月加日 非常時出品

27日 室戸岬の・ 夫

９月３日 防災の日と私たち

10日 地裏／

一 正い 噌 標を週る私たち

1?日 正廴く利用１１９ 番

z4日 私の軛の自主鷸災

福鳥テレビ　　 亀君土墸日

くらＬの防災　9:ss- ヽ10 : (x)

8 月228 台風に備える

一家庭では

29日 合風に傭える

一台風のあと始末

９月ｓ日 自主防災鯛●

－ わが町は生き残った

Iz日　自主防災岨塵

一参加Ｌよう防災調練

19日 大災からの週●方法

26日 消防機関の活輿

お
し
ら
せ



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

電

話

;公２ ６ ワ6

ｰ  蔔 4  1  5  6

明

治

学

級

去
る
七
月
十
匕
目
｛

金
匸
￥
習
の

。

端
で

あ
る
奉
仕
活
動
に
。
約
九
卜

名
の

幸
繊
生
が
参
加
し
、
災
天

の
も
と
、
真

剣
に
汗
を
流
し

な
が
ら
、
一
昨
閥
の
除

草
を
行
な
い
、
古
民
家
周
辺
を
き
れ
い

に
消
掃
し
た
。
か
ら
だ
を
勦
か
し
な
が

ら
、
文
化
財
保
護
に
協
力
す
る
こ
と
は

案
晴
し

い
こ
と
で
あ
る
。
幸
級
生
の
仲

間
の
方
か
ら
、
氷
水
の
差
入
れ
な
ど
も

あ
り
。
和

気
あ
い
あ

い
の
う
ち
に
終
了

し
た
。

乳

幼
児
学
級

婦
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
盛

ん
に
曾
わ
れ
て

い
る
こ
の
頃
、
当
孔
幼

児
学
級
に
お
い
て
は
．
昨
年
か
ら
幸
習

日
に
、
連
れ
て
こ

ら
れ
る
乳
幼
児

約
二
．

卜
名
近
く
を
、
管
理

保
育
す
る
目

的
で
、

有
心
の
樋
人
の
方

々
十
五
名
程
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
お
願

い
し
て

い
る
．

○

歳
か
ら
三
歳
児
ま
で
の
家
庭
教
育

や
親
の
心
構
え
が
、
如
何

に
人
切
で

あ

り
、
成
人
す
る
ま
で
の
影
響
や
役
割
り

に
璽
人
な
意
義
が
あ
る
か
を
亟
現

し
て
、

開
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
膝
の
力
に

な
っ
て
献
今
的
に
協
力
ＩＩ
そ

下

さ
る
方

々
が
な
く
て
は
、
到
底

、
朷
間
の
口
‥
的

を
達
成
す
る
こ
と
は
出
米
な

い
。

他
の
公
民
館
に
は
殆
ん
ど
兒
ら
れ
な

い
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
、
嘔

故

や
催
找
の
な
い
よ
う
に
、
お
け
さ
ん
方

の
学
習
の
さ
ま
た
げ
に
な
ら
な

い
よ
う

に
と
、
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
兄
守

っ
て
ド
さ
る
姿
に
は
、
本
当

に
頸
が
ド

が
る
思

い
で
あ
り
、
感
謝
に
た
え
な
い
。

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
、
当
学
繊
が
成
り
立

つ
の
で
あ

る
か
ら
。

幸
習

が
終
了
し
た
あ
と
、
講
師
や
、

館
長
を
囲
ん
で
話
し
合

い
の
時
問
を
持

ち
、
反
省
の
ｈ

に
立
っ
て
次
回
運
営

に

あ
た
っ
て

い
る
。

立
派
に
活
躍
し
て
い
る
当
町
の
婦
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
横
顔
を
報
告
し
て
ね

施
設
利

用

の

お
知

ら

せ

県
北
中
幸
校
の
体
育
館
の
夜
間
開
放

と
山
崎
の
連
動
広
瑚
（
科
研
薬
化
ｔ
心
場

敷
地

）
が
使
え
る
こ

と
に
な
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
も
利
用
し
て

い
た
だ
け
る

よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

申
込
み
、
お
問
合

せ
は
町
公
民
館
に

ご
連
絡
下

さ
い
。

中
央
婦
人
学
級

ヒ

日
八
日

一
水

｝
昼
間
、
夜
川
コ
ー

ス
の
幸
習
会
を
行
な

い
ま
し
た
。。

託
間
コ
ー
ス
は
「
婦
人
の
社
会
参
加

に

つ
い
て
」
講

師
に
社
会
教
宵
指

導
Ｕ

の

遠
藤
み
や
子
先
生
を
迎
え
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
は
○
○
し
て
あ
げ
る
と
い
う
気

持
ち
で
は
い
け
な

い
、
共

に
自
立
し
て

ゆ
く
道
を

築
き
あ
げ
る
も
の
で
あ

る
。

と
い
う
こ
と
を
学
習
’‐
｝ま
し
た
。

夜
間
コ
ー
ス
は
（
く
ら
’‐）
の
ち
え

」
講

師
に
福
鳥
家
庭
裁
判
所
の
後
藤
茂
男
首

席
番
記
官
を
迎
え
。
知
っ
て
お
き
た

い

身
近
な
法
律

に
つ
い
て
理
解
し
や
す

い

よ
う
に
、
例
を
あ
げ
な
が
ら
の

乍
習
、

学
級
生
は
舛

心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し

た
。
出
席
者

は
昼
閥
コ
ー
ス
十
二
名
、

夜
間
コ
ー
ス
十
匕
名
で
し
た
。

な
な
お
九
月
九
日
（
水
）
午
加
卜
時
か

ら
、
「
表
現
の
煢
か
な
女
性

に
」
の
課

題
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
関
野

武
氏
を
迎
え
て
の
学
習
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
学
級
ｔ

で
な
い
方
で

も
是
非

ど
う
ぞ
／
’

古民家遇辺の済掃奉仕

ボ ラ ン テア 活 動 風 景

半習風景

撮

彫

会

文

化

団

体

紹

介

カ

メ

ラ

ク

ラ

ブ

私
遠
の

ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
五
十
年
に

町
民
学
校
の
カ
メ
ラ
入
門
よ
り
引
継
い

で

ク
ラ
ブ
桔
成
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
は

二
一
卜
名
で
す
。
私
達
の

ク
ラ

ブ
は
、
写

典
を
通
し
て
お
互

の
観
睦
と
人
と
人
の

ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
し
、
写
真
技
術
の

向
上
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。
月
一
同

の
例
会
と
撮
彫
会

や
引
き
伸
し
の
講
習

会
を
行

い
、
ま
た
年
二
回
の
発
表
会
を

行
な

い
大
変
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

写
真
技
術
を
身
に
つ
け
た

い
方
、
初
め

て
カ
メ
ラ
を
持
つ
方
、
ど
う

ぞ
気
軽
に

戸
を
か
け
て
下

さ
い
。

会
長

新
村
国

夫
（
内
谷
）



な

か

ま

づ

く

り

「
た
ん
が
ら
ガ
キ
大
将
軟
室
」
で
昨

年
よ
り
関
催
し

た
子

ど
も
会
の
リ
ー
ダ

ー
餐
成
を
。
今
年
は

、『
国
兄
町
少
年

仲

間
づ
く
り
教
室

』
と
名
称
を
変
更

し
、

さ
ら
に
充
実
を

は
か
り
六
月
よ
り
開
講

し
ま
し
た
。
そ

の
最
大
の
行
事
で
あ
る
。

『
野
外
活
助
研
修
会

』
は
、
八
月
一
子

四
・
五
日

、
霊
山
子

ど
も
の
村
キ
ャ
ン

プ
埔
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者

は
、
五
十
一
名
中
四
十

六
名
で
。
公

民
館
職
貝
、
サ
ー
ク
ル
ぼ
け
っ
と
会
員

の
み
な
さ
ん
が
指

導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

一
‘一
日
は
快
晴
の
も
と
、
テ
ン
ト
般
営

や
食
事
の
準
備
な
ど
、
す

べ
て
軟
室
生

自
身
で
し

、
特

に
こ
自
分
達
で
作
っ
た

カ
レ
ー
の
昧
は
最

高
”
と
何
杯
も
お
か

わ
り
を
す
る
子

も
い
ま
し
た
。

四
日

は
今

ま
で

と
は
う
っ
て
か
わ
り
、

空
も
よ
う
が
あ
や
し

い
中
、
霊
山
町
軟

穹
委
員
会
社
会
教
育
係
長
の
富
田
重
教

先
生
の
「
霊

山
の
自
然
と
歴
史
」
の
講

話
の
あ
と
、
（

イ
キ

ン
グ
を
し
、
そ
の

自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。
急
な
登
り
坂

も
な
ん
の
そ
の
、
子
ど
も
遠
の
元
気

さ

に
は
お
ど
ろ

か
さ
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。

夜
、
研
唯
会
の
メ

ー
ン
で
あ
る
キ
ヤ
ン

ブ

ー
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
こ
ろ
に
は
雨

が
降

り
だ
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
の
然
訊
で

ふ
き
と
ば
し
、
予
定
ど
お
り
行

い
ま
し

た
。五

Ｈ

、
い
よ

い
よ
最
後
の
日

。
午
前

中
に
テ

ン
ト
を

撤
収
し
。
子
ど
も
の
村

を
あ
と
に
し

。
信
夫
山
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。
帰
り
の

バ
ス
の
中
は
、
さ
す

が

に
み
ん
な
疲

れ
た
の
か
、
寝
つ
で

い
る

子
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

こ
の
野
外
活
動
研
修
会
を
ふ
り

か
む

っ
て
み
て
、
規
律
・
協
岡
・
そ
し
て
連

帯
感
が
生
ま
れ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
し

て
今
後
さ
ら
に
、
こ
の
仲
間
づ
く
り
教

室
の
行
事
を
重
ね

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

深
め
あ
い
高
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
研
修

会
を
全
貝
無
事
日
程
ど
お
り
終
え
た
こ

と
と
、
私
た
ち
公
民
館
職
員

と
と
も
に
、

寝
食
を
と
も
に
し
て
指
導
し
て

い
た
だ

い
た
。
サ
ー
ク
ル
ぽ
け
っ
と
会
員
の
み

な

さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

滝
川
チ
ー
ム
優
勝

町
民
球
技
大
会
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
部

が
こ
の
ほ
ど
、
町
民
連
助
場
と
山
崎
運

勦
広
鳩
に
お
い
て
聞

か
れ

。
猛
暑
を
つ

く
中
で
熱
戟
が
く
り
広
げ
ら
れ
、
そ
の

桔
果
滝
川
チ

ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
先

に
行
な
わ
れ
た
福

鳥
県
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
県
北

ブ
ロ
ッ

ク
大
会
、
卓

球
の
部
に
お
い
て

も
み
ご
と
優
勝
し
。

沌
川
地
区
に
お
い
て
も
大
変
ス
ポ
ー
ツ

に
対
す
る
関
心
が
鳥
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

九
月
に
須
賀
川
市
で
開
か
れ
る
県
大

会
出
闘
を
め
ざ
し
て
練
桝

に
励
ん
で
お

り
ま
す
。

鳥
海
山
に

登

つ
て

み

ま

せ

ん

か

町
民

の
体
力
つ
く
り
と
登
山
を
通
し

て
親
睦
を

ふ
か
め
る
目
的
で
行
な
わ
れ

る
も
の
で
、
今
年
は
、
東
北
一
の
秀
峰

鳥
海
山
を
計
画

い
た
し
ま
し
た
。
期
日

は
八
月
二
十
二
日
二
十
三
日
で
す
。
詳

し
く
は
町
公
民
館

に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

あついのに、ポクばっかり

ウワー！ヤーダー

あ
つ
か
し
俳
句
会

昭
和
五
十
六
年
七
月
二
十
五
日

内
庭
の
に
っ
こ
う
き
ｔ

げ
花
咲
く
口
　
　
　
　
　
　
　

奥
山

甲
二

梅
雨
晴
間
帰
路
の
園
児
等
口
喧
嘩
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
田
　
一
陽

リ
フ
ト
の
列
網
の
真
ド
に
百
合
の
花
　
　
　
　
　
　
　

野
村
た
か
し

山
々
の
霪
葉
美
し
阿
貿
の
河
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
田

泰
山

鷺
草
に
向
い
て
寡
婦
の
つ
つ
ま
し
き
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
薦
水

寝
返
り
を
打
つ
も
眠
れ
ぬ
大
暑
か
な
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
し
げ
を

蜩
や
予
を
拭
き
て
終
ふ
房
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田
ゴ
ー果
咐

夏
休
み
宿
題
ひ
ら
い
た
ま
ま
眠
り
　
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷

良
一

石
垣
の
雨
の
嘔
吊
いの
あ
や
め
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
野
か
ね
子

落
日
や
令
腹
と
な
り
終
戦
忌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
田

昭
子

斷
淳
や
吾
’ｒ

の
ネ
ク
タ
イ
水
色
に
　
　
　
　
　
　
　
　

鉛
木

幸
子

人
き
夢
小
さ
丶
‐
″ｙ
を
姚
す
ぐ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田

和
専



藤
田
小
ほ
ば
完
成

昨
年
十
月
に
着
工
さ
れ
た
藤
田
小
新

校
舎
は
、
玄
関
郎
分
な
ど
を
除
い
て
ほ

ぽ
完
成
と
な
っ
た
。

八
月
七
日
、
竣
工
検
査
終
了
磧
、
新

校
舎
で
仮
引
き
渡
し
式
が
行
わ
れ
た
。
設

計
者
の
平
木

設
計
事
務
所
長
の
「
事
前

検
査
で
の
手
直
し
部
分
も
す
べ
て
完
了

」

と
の
搆
評
の
あ
と
奥
村
柤
仙
台
支
店
の

黒
島
建
築
部
長
か
ら
町
長
に
カ
ギ
が
渡

さ
れ
町
側
に
新
校
舎
が
引
き
渡

さ
れ
た
。

玄
関
部
分
等
は
旧
校
舎
取
り
こ

わ
し

を
待
っ
て
工
事

に
入
る
。

二

半
期
か
ら
は
待
望
の
斬
校
舎
で
授

業
が
始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
つ
て

は
夏

休
み
あ
け
の
最
大
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
な
る
。

。
方
、
去
る
七
月
十
八

日
に
は
、
旧

校
舎

と
の
お
別
れ
会
が
行

わ
れ
た
。
紙

テ
ー
プ
で
飾
ら
れ
た
旧
校
舎
の
加
で
代

表
児
童
の
思

い
出
の
発
表
後
、
鼓
笛
隊

の
伴
奏
で
学
校
賛
歌
を
全
員
で
合
唱
、

感
謝
の

念
を
こ
め
、
な
つ
か
し

い
校
舎

に
さ
よ
う
な
ら
を
告

げ
た
。

観
月
台
を
き
れ
い
に

観
月
台
公
園
管
理
委
員
会
（
吉
田
勝

山
会
長
）
の
み
な
さ
ん
方

が
、
公
園
内

と
外
周
の
草
刈
清
掃
を
、
七
月
二
十
四

日
、
真
夏
の
暑

い
日
射
し
の
も
と
、
一

日
が
か
り
で
行
な

い
ま
し
た
。

こ
の
清
掃

作
業
は
毎
年
二
回
行
わ
れ

て

い
る
も
の
で
、
作
巣
に
あ
た
っ
た
委

貝
の
か
た
た
ち
も
、「
例
年
の
こ
と
な
が

ら
こ
の
時

期
の
作
裏
が
い
ち
ぱ
ん

？
り

い
」
と
い
っ
て

い
ま
し
た
。

一
見
き
れ

い
に
み
え
る
外
周
の
草
む

ら
に
、
心
な
い
人
た
ち
が
不
用
意
に
投

げ
捨
て
た
空
カ
ン
類

が
、
肥
料
袋
に
十

三
個
も
あ
り
ま
し
た

。
こ
れ
か
ら
は
、

人
が
見
て
い
な
い
か
ら
と
か
、
人
の
目

に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
と
い
っ

て
、
や
た
ら
に
空
カ
ン
な
ど
を
捨
て
な

い
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す

。

と
も
あ
れ
、
朝
な
夕

な
に
涼
を
求
め

て
集
う
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に
、
多
行
松
（
た

ぎ
よ
う
し
よ
う
）
の
木
も

れ
陽
が
、
ま

だ
ら
な
も
よ
う
を
映
し
だ
し
、
わ
け
て

も
今
日
は
美
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

さよ なら旧枚 舎

草刈渭掃のみなさん

〇
盛
夏

は
、
全
国
高
等

学
校
野
球
選
手

橦
大
会
で
始

ま
る
。
九
日

に
は
県
代
表

福
鳥
商
業
高
が
‐‐。
回

戦
を
突
破
、
県
内

フ
ァ

ン
を
フ
ィ
ー
バ
ー
さ
せ
た
。
こ
こ

し
ば
ら
く
は
、
甲
子

園
の
然

い
旋
風

が

吹
き
統
く
。

〇
さ
て

。
広
鳥
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下

そ
し
て

敗
戦
と
日
本
の
最
も
暑
い
八
月

で

あ

っ
た
昭
和
二
十
年
の
あ

の
夏
か
ら

今

年
で
三
十
六
年
。
職
争
を
知

ら
な
い

子
ど

も
た
ち
の
最
高

年
齢
が
三
十
六
歳

を

数
え
た
。
い
ま
、
日

本
の
人
口
の
六

割
は

こ
の
子

ど
も
た

ち
だ
。

〇
こ
の
世
代
に
、
自
ら
体
験
し
た
戦
争

の
悲

惨
さ
を
梧
り
継
ぐ
べ
き
指
導
者
層

の
あ

い
だ
で
昨
今
、
軍
事
力
増
強
や
非

核
三

原
則
見
直
し
論

が
き
か
れ
る
の
は

な
ん
と
も
解
し
が
た
い
。
さ
ら
に
、
米

岡

の
中
性
子
爆
弾

製
造
は
最
近
に
な
い

暗

い
ニ
ュ
ー
ス
だ
。
こ
の
戦
術
兵
器
の

配
置

は
枝
使
用
の
可
能
性
を
一
段

と
増

す

も
の

だ
。
大
国

の
軍
備
競

争
の
新
た

な
開

始
の

き
っ
か
け

と
も
な
ろ
う
。

〇
核
兵
器
の
地
獄
を
知

る
日
本
人

が
核

廃

絶
の
声
を
さ
ら
に
大
に
し
な
く
て
は

と
思
う
。
旧
お
盆

。
死
者

た
ち
が
そ
れ

ぞ

れ
の
家

に
帰
る

と
い
う
。

身
近

に
い

る
町

内
四
百
余
名

の
戦
没
者
の
声
な
き

声

に
耳

を
傾
け
た

い
。
　
　

（
Ｔ

）

戸籍の窓口
（ ７月受 付 分）

出生おめでとうござい ます

子の名　　保 縵 書　　 部　篇
秀　幸　 佐久間秀男　 第 十 一
可奈枝　 斎藤　賢一　 徳 江 北

由　紀　 石川　忠秋　 第　 四

一　也　 鈴木　直治　 川　 内
弥 智　 吉田　孝文　 宮 町 北

ナナ子　 岡田　盛腹　 貝　 田
夏　美　 大沼 取好　 貝　 田

純 子　 古内　宣雄　 源宗山西
大　作　 八重　皺腹　 高　 城

祐 太　 宍戸 節夫　 泉 田 下

ご結婚おめでとうございます

氏　　　名　　 部落(前住所)

古　川　利　男　　 山　 根

谷 津 光 子　　 丸 森 町
奥 山 昭 男　　 宮 町 南

佐 藤 品 子　　 霊 山 町

おくや み申し 上げ ます

氏　　 名　　年齢　　部　落
松　浦　ミ　ッ　　85　 築　 舘

奥 山　みよし　74　 宮 町 南
長谷川　ハッヨ　　89　高　 城
鴨 田　善三郎　53　 前　 田

高 橋　ミサヲ　80　 貝　 田

根 本　ク　ニ　89　 石毋田北
高 橋　ト　ミ　71　 山 崎 北

人　囗　と ．世　帯

8｡1現在（前月比） ７月中のうごき

Å
　

口

男5.  7人(  十 4 》 転 入31 人

女6,2X4人(  十 4 ) 転 出26 人

12 , 1人(  十 8 ) 出 生10 人

世 数 2 , 8 戸(  十 I)_ 死 亡　７人

発

行

・
纎

集

国

兇
町

企

画

輿

鰄

島
県

伊

璋

都
国

兄

町

大
字

蘰
田

字

一
Ｔ

田

二

２

ノ

ー

一

九

六

九
一

一
七

置
　
モ
　（

０

．
一
四

五

八

と

．一

．

．

．
（

代
一

わ
だ
い

編

集

日

記
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